生命と物質―すべての中心は心
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　　　 生命と物質―すべての中心は心

　地上の目的は調和にある

　この世に生をうけ、まず私達がEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(ぎもん),疑問)に思うことは、なんのために肉体を持ってこの世に生れて

きたかであります。

　しかし、その本論を述べる前に、何故に、この世に生をうけると、その使命を忘れるかについ

てお話しましょう。

　まず、皆さん自体が、五体の眼、耳、鼻、舌、身、意、そうして、その環境に支配され、それ

ぞれの自我我欲、自己保存という動物本能に万物の霊長たる人間がふりまわされるところに原因

があります。

　古き印度の時代にEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(しゃか),釈迦)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(むにぶつ),牟尼仏)が、神の理、仏の理、即ちその神理を説きました。あれからすで

に二千五百四十四年になります。その間、生命それぞれはEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(てんせい),転生)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(りんね),輪廻)を重ね、ある時は中国に、あ

る時は日本において、その神理が伝わって参いりましたが、中国そのものの長い歴史の中で、ス

ッカリ哲学化され、そうして、こうであろうとする余分のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(すいそく),推測)が加わったために釈迦の神理は大

分書きあらためられてしまったのであります。

　神理というものは、智と情と意、つまり、智情意の中に厳然として、含まれているにEQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o(\s\up 8(かかわ),も拘ら)ず

人間は自分の立場というものを考え、自分の宗派にとらわれ、自己保存と化してしまったため

に、一つの大きな間違いをEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(おか),犯)してしまったのであります。

　たとえば、お経というものは拝むもの、神仏には手を合わせるものというように、仏教そのも

のは変ってきてしまったのであります。

　お経は、二千五百四十四年前に、ゴーダマ・シッタルターの弟子達が、マーハー・カシャパー

を中心として、その神理をレポートしたのがはじまりです。それは釈迦EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(めつご),滅後)、当時の弟子達、四

百七十六人が集まり、四十五年間にわたる釈迦の説いた正法を、私はこう聞いた、私はこのよう

に教わったということを書いたものです。

　それですかEQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o(\s\up 8(きょうもん),ら経文そ)のものは、人間としての在り方を教えているのです。拝むのではなく、行

うものであります。

　私達の住んでいるこの地球は、大宇宙からみれば、一つの細胞にしかすぎません。そのEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(さいぼう),細胞)の

中に住んでいる人類はカビのようなものです。

　皆さん自体の体は、動、植、鉱のエネルギーを吸収して維持していますEQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o(\s\up 8(きゅうしゅう),。吸収し)て出されるた

くさんのEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(だえき),唾液)は、小さなバイ菌です。そのバイEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(きん),菌)からみたならば、恐らく胃の中を大宇宙だと彼

等は思っているにちがいありません。われわれの科学は進歩し、人類のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(ちえ),智恵)は月までいって帰え

れるようになりましたが、このことで科学万能主義をEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(とな),唱)えるのはどうかと思います。

　私自身、私の生命は約一万二千年前の過去を思い出しております。その当時においても人間そ

のものの考え方は変ってはいないのです。肉体を支配している人間の意識は、少しも進化してい

ないのであります。進化しているのは、人間の智恵、生活の智恵、物質文明だけであります。金

のために、地上の人類は動物的本性を出して、肉体EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(はかい),破壊)の方向にまで持っていっているのです。

　この現象界は、神の体の一部分であり、細胞の一つです。

　なればこそ、この地球そのものは、神の体であり、大神殿であります。その大神殿を忘れ、遂

いには神理そのものを、紙に書かれた文字や仏像を神として祈っています。そんなものではあり

ません。

　人間本来、そのような目的で出ているのではありません。

　神の体であるところの、この地球上の調和をはかるために、人類は肉体を持ってこの現象界に

出ているのです。それは長い年月においてEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(てんせい),転生)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(りんね),輪廻)をEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(く),繰)りEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(か),返)えして来た生命そのものの犯したと

ころEQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o(\s\up 8(おのれ),の己自)体のその罪を、自分たちが、この現象界において調和させると同時に、この地球とい

う神の体であるところの、この地球そのものを調和させるために、皆さんはその使命を持って生

れて来ているのであります。

　にも拘らず、その神理は哲学化され、人間は物質至上主義EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o(\s\up 8(おちい),に陥っ)てしまい、各自それぞれ勝手

なことをしてしまいました。それですから、神の体である以上、私達は、俺の地所だ、他人の地

所だということも本来ない筈です。地位や名誉にしても人間は自分の立場を築くためにつくり上

げてしまったものです。EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(ぼうだい),莫大)なエネルギーを与えているところの太陽そのものが、たとえ貧亡人

であろうと、学問がなかろうと、地上のこうしたさまざまな階級にたいして、その光のエネルギ

ーを差別していますか。神仏は、各人の意識、心そのものに、その光の光子量に応じて幸、不幸

を与えています。今日の資本主義を御覧なさい。経済力によって折角苦労して作り上げた会社を

平気で乗っ取りをやったり、金の多い少ないで人間まで評価しようとします。また一方における

マルクス主義にしても物を物としてみるEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(ゆいぶつろん),唯物論)ですから、経済物質を根底にしてすべてを評価

しようとします。人間まで物としかみないのですから、昨日の同志は今日になれば人民の裏切

者、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(ばいこくど),売国奴)のレッテルを貼ってしまいます。中国のこうした体制には大きな問題があります。

また、大きな問題が起こるでしょう。なぜなら、人間の心という大自然に拡がったその心を、人

間の智による一つの機構、組織で統制しようというところにムリがあり、不自然さがあるからで

す。

　神仏はエネルギーそのもの

　人間がこの地上界に神の命をうけて肉体を持ち、この地球そのものを調和させるということ

は、最も自由の中で、しかも、物質、経済の上に、われわれの心というものの存在がなければな

らないにも拘らず、あのマルクス主義は、そのようなことをせず心の存在を否定しているところ

に、大きな間違いをEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(おか),犯)しているのです。

　しかし、心を否定しても否定できるものではありません。現在のソビエトをごらんなさい。キ

リスト教信仰がEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(ふっこう),復興)しつつあるではありませんか。カール・マルクス、ヘーゲル、オーギュスト

・コントにしても、彼等は社会主義生活こそ至上のものとしていたにも拘らず、オーギュスト・

コントのごときは、晩年人道学派というものをつくって、一つの宗教にEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(きえ),帰依)しているではありま

せんか。ハーバート・スペンサーは一八一八年、実在界から命ぜられて、当時の権力と、一つの

資本力に対抗するためにこの地上界に出されたのであります。しかし、こういう人達も最後は、

心というものをどうすることもできなくて、やはり、宗教に帰依して死んでいるのです。むろ

ん、マルクス自体も、モスコーに神学校まで作っているのです。

　物を物として、彼等がいくら説いたところで説明出来るものではありません。現代物理学にお

いて、原子核そのものの、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(かく),核)、ニュー・プロトンとプロトンとEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(いんがい),陰外)電子の間におけるところのEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(ばい),媒)
EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(たい),体)、即ち、空間に対して、これを物質とみることが出来るでしょうか。

　また、電波のエネルギーにしても、核エネルギーにしても、そのような物質論だけでは割り切

れぬ面が非常に多いのであります。

　皆さん自体が、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(か),仮)りに、経済力を持って、自分の思う通りのことをやってごらんなさい。感ず

ることは無情である筈です。

　六〇兆からなる人体の細胞を支配しているところのエネルギー源は何か。人間の頭の中で考え

ていると思ったら大間違いです。頭の中は、肉体諸器官のコントロール・タワーにしか過ぎませ

ん。

　脳細胞は、約二百億あります。二百億からの約二〇ミクロンの脳細胞そのものを、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(こめつぶ),米粒)の大き

さにしてEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(かんさん),換算)すると十五トンのワム車（貨物車）が二百輌必要とします。それほどのものが皆さ

んの頭の中につまっています。

　しかし、その頭脳も、皆さんが一たん眠ってしまうと、今、私が述べていることすら聞くこと

は出来ません。それは皆さんから意識が離れるからです。それほど頭脳そのものは、本来、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(たよ),頼)り

ないものなのです。眼がさめて、意識の意思によって、私の話しを聞いていられる。その話し

も、皆さんの耳に、この空気というEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(ばいたい),媒体)を通して、それぞれの経験、教養、徳というものによっ

て、各自が計算し、意識に伝えているわけであります。

　意識はエネルギーです。皆さんが毎日の生活の中で、あることについて悩みを持って苦しんで

いるとします。すると非常に疲れをおぼえると思います。それはエネルギー（意識）が消費され

ているからであります。

　心配ごとが多いと肉体にも支障が出てまいります。

　一方、肉体労働をしても、やはり同じように疲れます。エネルギーを使っているからです。肉

体的なロス（損失）にたいするエネルギーは、動物、植物、鉱物のエネルギーを吸収しEQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o(\s\up 8(おぎな),て補い)ま

す。しかしそのエネルギーも、太陽の熱・光のエネルギーと、この地球という環境そのものがあ

ればこそ、皆さんの五体は調和出来るのです。

　しかし、精神的な悩みにおいて生ずるところの肉体的ロスは、どこからそのエネルギーをEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(ほじゅう),補充)
すると思いますか。これは皆さんの肉体を支配しているところの意識そのものがエネルギーであ

り、そのエネルギーは、この地球というものを調和させる使命をEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(にな),担)って出ているところの細胞

体、大宇宙を支配しているところの意識、即ち、エネルギーの元である神、仏そのもののエネル

ギーを吸収しなければ調和できないのです。

　神・仏とは、皆さんの肉体を支配しているところの意識、その意識の中心、心こそがエネルギ

ーの中心であEQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o(\s\up 8(みなもと),り源な)のであります。

　この心が、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(すべ),全)ての中心であり、意識こそ肉体の支配者であります。

　それにも拘らず、人間は自分の頭だけで全てを考えよう、頭だけに全てをつめ込もうとすると

ころに、問題が起ってくるのです。

　現代社会は、唯物論や資本主義経済というものEQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o(\s\up 8(じゅうりん),に蹂躙さ)れて、心の安らぎがありません。

　人間自体がこのような姿となり、そのために現代宗教までが、不調和であり、闘争、闘争とい

う同じEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(しゃか),釈迦)の考えに対して、我こそは本山なりとやっているのです。日蓮宗一つみても、その分

派活動と、それぞれが本山を主張してゆずりません。印度の時に説いた仏教の本質は、そんなも

のではありません。

　人間はEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(かく),核)を中心に五分身から成る

　皆さんの六〇兆から成る細胞が不調和を起してごらんなさい。皆さんは医者にいったり、薬を

のんだり、ある者はEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(せっかい),切開)して自分の体をEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(なお),治)そうとするでしょう。

　それと同じように、地球も、やはり、皆さんの心の不調和によって天変地変が起ります。私達

は神の命によってこの現象界、物質界自体の調和をはかるために、その使命をEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(にな),担)って来たのであ

ります。皆さん自体そのものがEQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o(\s\up 8(おのれ),、己の)心の本質までも忘れ去って自分の進むべき道すら分らなく

なっているのです。

　――これを未法の姿というのです。

　イエス・キリストが紀元前三十二年に、肉体を持ち、そして、あのエルサレムにおいてその神

理を説いた時は、人間の心は、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(ほと),殆)んどがEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(あくま),悪魔)でした。パリサイ人をはじめとして、悪魔の支配を

うけていない人は少なかったのです。

　現代はどうかというと、動物霊にEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(おか),犯)されています。万物の霊長たる人類にEQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o(\s\up 8(おのれ),、己の)心を、己の本

性を忘れたため、その黒い想念がそのような動物霊を呼び込み、とりわけ、神がかり的現象をみ

せている新興宗教のほとんどは、動物霊の支配をうけているというのが実情であります。

　私達の周囲EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o(\s\up 8(かんきょう),の環境を)ごらんなさい。自分本位、自分さえよければよい。他はどうなってもいい

といった不調和そのものではありませんか。

　今日、夫婦というものの九〇％はEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(はかい),破壊)寸前に来ております。性の混乱、生活の目的がなんであ

るかを忘れてしまった結果であります。

　人間は、その使命に目覚めなければなりません。己自体の心というものの存在を明確化し、そ

して、その使命をEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(さと),悟)るならば、この現象界の調和は可能なのです。

　これ以上放っておくと、地上はやがて破滅に至ります。しかし、そのようなことがあってはな

りません。

　今から約一万二千年前に、アトランテス帝国というのがありました。その当時、この会場の何

人かの人たちは、光の天使として出ていました。しかし、当時の人民は、その殆んどが悪魔に支

配されており、このためにこれら天使の殆んどを殺してしまいました。当時は、悪魔の姿をこの

眼でみることが出来たのです。アトランテス帝国は、一夜にして海底にEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(かんぼつ),陥没)しました。

　また、あのローマにおける火山の噴火。それもやはり、当時のイエス・キリストの弟子たち、

光の天使を殺したために、そのような現象をみせられローマはEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(かいめつ),壊滅)したものです。

　皆さんは、各自の心の不調和が、それがそのまま姿を変え、現象となって現われることはない

と思ったら、とんでもない間違いです。皆さん自体の五体を支記しているところの意識そのもの

の不調和、心の不調和は、それが即、皆さんの日々の生活の安らぎのない、そして、肉体的諸現

象となって現われることを認識しなければなりません。そうして、こうした不調和が、地球その

ものの不調和につながってゆくのです。

　それですから、自分の心というものは、この肉体を支配しているところの中心であり、その心

自体は、自由自在に自分を創造し、常に正しい心で、悪いものは排してゆくという調和の姿を持

つことが必要なのであります。

　そして、心自体は、宗教の特別なるEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(かいりつ),戒律)や形づけられたものに制約を受けてはならないので

す。心そのものは、自由です。その自由の中から、正しいものがEQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o(\s\up 8(おのず),、自と)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(わ),湧)いてくるものです。

　それともう一つ。皆さんは、この現象界に一人で肉体を持っていると思ってはいけません。

　皆さんは、この地球上というところに、みなさんを中心とした分身や本体が、あの実在界（あ

の世）で、皆さんを見守っているのです。大抵はこのことが分らず、人間そのもの、心というも

のの存在を忘れ、毎日毎日を、眼・耳・鼻・舌・身・意の現象的なものにEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(ふ),振)りEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(ま),回)わされてEQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o(\s\up 8(おのれ),、己を)
忘れているのが現代社会の姿です。

　科学万能のようにみえていながら、物理学、医学、天文学の世界にEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(ふ),踏)みこんでみても、生命そ

のものの本体を知る手がかりは何一つ見出せないというのが現在の科学です。

　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(かく),核)というものを中心として、五人の分身からこの人類は、成り立っています。即ち、肉体を持

ってこの現象界にその一人が出ているとすれば、残る本体やEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(ぶんしん),分身)は実在界において、現象界にい

る人間にたいして守護、指導霊として見守り、指導しているのであります。現象界に肉体を持っ

ている本体あるいは分身の心は、次元のちがったエネルギーの世界、つまり実在界における五人

の分身、本体に通じており、それはEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(れいしせん),霊子線)という光の糸でつながれていることを知らねばなりま

せん。

　その霊子線は、皆さんの正しい心の調和、正しい神理、正しい行ない、つまり、このEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(さんそう),三相)の心

の中に生活を送っているとすれば、皆さんは霊子線を通して、神の光をストレートでうけること

になるのです。

　それが、不調和を起こして、怒ったり、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(そし),誹)ったり、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(のの),罵)ったりして、自分の心というものをEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(つか),掴)め

ないならば、その人達は即地獄の姿となり、霊子線の光が消えて、動物霊だの、あるいは、他の

よからぬものにEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(ひょうい),憑依)されてしまうのであります。

　印度時代の現象が現われる

　己自体が天狗になったり、自己保存、自我我欲にEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(ふけ),耽)っている時は、そのような原因によって、

光をEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(と),閉)ざし、守護霊、指導霊や、皆さんの本体に通じているその友達の力EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o(\s\up 8(みずか),を自ら)閉ざすことにな

ってしまうのであります。

　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(かみ),神)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(しんじん),信心)をしても、こうした心に支配されると、真実の神の光が通らなくなり、その人はますま

EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o(\s\up 8(きょうしんじゃ),す狂信者、)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(もうしんじゃ),盲信者)になっていきます。

　それですから、常に自分の心というものは、広く、高く、無限大の宇宙に通じていることの自

覚を持つことが必要です。事実、人間の心は、さきほどもいいましたように、自由であり、そし

て、無限大の広さを持っているものです。

　人々を助け、人々の幸せを願い、行なっている人の心は、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(ぼさつ),菩薩)の心に通じ、逆に、怒りの姿は

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(あしゅらかい),阿修羅界)に通じているのであります。

　皆さんがこの現象界に肉体を持っている時は、この肉体という原子細胞からEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(こうせい),構成)されています

が、現象界を去る時は、次元のちがったあの世にゆくのですから、光子細胞という、光の細胞に

よって、皆さん自体の心の調和度によって、光の量によって、それぞれ自分の落ちつく場所へゆ

くのであります。
　それですから、この現象界で、皆さん自体は、その使命にEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(めざ),目覚)めて、一日の生活をもっとも人

間らしく、かつて、印度で説いたEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(くしゅうめつどう),苦集滅道)の根底をなす神理、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(はっ),八)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(しょうどう),正道)を、日々の生活に実行して

ゆくならば、その中から己の心というものの安らぎが生れ、宇宙の神・仏との調和がとれ、あの

世に帰える時には、光そのものをダイレクト（直接）で神から受けとるために、質量が軽いか

ら、自然と、その落ち着く場所は上段階にいくことができるのです。

　それが、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(よめ),嫁)・EQ \* jc3 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\al(\s\up 8(しゅうと),姑の間)で、お互いに争ったり、自分の経済面しか考えなかったり、人のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(めんどう),面倒)をみ

ずに、そのように自己保存、自我我欲に徹底した人たちは、その結果EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o(\s\up 8(おのず),は自か)らそうした世界に落

ちてゆくことになるのであります。

　己の犯したその行為や結果は、己自体がEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(さば),裁)き、そして、それぞれの世界を築いていることを知

らねばなりません。

　それですから、当然、光の量というものは、己の調和度によって、その質量がちがいますか

ら、その段階は落ち着く先きが無数にあるともいえるのであります。

　こういうように、皆さん自体の、毎日毎日の生活の、無限大な心の中に、自由な心の中に、皆

さんのEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(じごく),地獄)、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(ごくらく),極楽)の世界は、厳然として、現在もあるわけであります。

　人間の心は天台上人も説いたように、一念三千といって、無限の変化、大宇宙にもつながって

いるのであります。

　地上における八十年、九十年は本当にEQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o(\s\up 8(しゅん),一瞬の)間、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(せんこ),線香)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(はなび),花火)のようにEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(みじ),短)かいものであります。そ

の短かい人生にたいして、俺が俺がとEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(いば),威張)ってみたり、いかに頭がよかろうとも、心に安らぎが

なければなんにもなりません。自我我欲は、心に安らぎがありません。自分の心の調和を、己自

体が神理というものをつかまえた時には、学ばなくとも、かつて、何百年、何千年前において、

あるいはあの世において、皆さんが学んできたところのものを思い出すことが出来るのです。

　それは心の調和度によって、その中に、あらゆる神理というものを、皆さんは悟ることが出来

るのであります。

　私自身は、この世において殆んど電気や、物理だのしか勉強しておりません。しかし、自分自

体の心の調和が出来るに従って、過去世で学んだその神理を思い出したのであります。イエス・

キリストもあのエルサレムに出た時は、やはり同じように、かつて学んだその神理をEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(と),解)きEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(あか),明)し、

死して、再び復活して、自分の弟子たちに光を与え、それぞれの過去を思い出させています。印

度の釈迦が教えたその現象が、そのまま現在、現われているわけであります。

　信仰というものはEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(じんじゃ),神社)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(ぶっかく),仏閣)にいつてEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(おが),拝)めばいいというものではありません。毎日毎日の生活の

中で、正しく物を見、正しく思い、正しく仕事をするその中に信仰があるのであります。そして

その正しいという姿は、耳で聞いたことに対して、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(そくざ),即座)に口に出すのではなく、一度心の中で反

省し己に問うて、相手の心、相手の立場を考えてから、その答えを出すようにしたいものです。

すると怒りというEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(そうねん),想念)はEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(わ),湧)いてきません。EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(いか),怒)りというものは、常に自分自体を守る、自己保存の

結果として、出てくるものであります。

　肉体をEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(や),焼)けばEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(さんごう),三合)のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(はい),灰)に

　現代社会を構成しているところの指導者たちが、このような神理を知って、外交政策を進めて

ゆくならば、争いというものは起りません。長い歴史一つみても、その時々の権力者が自分の都

合のいい歴史を作ってしまうことが多いのであります。

　心の世界は、こうしたゆがめられた歴史から離れ、人それぞれが、常に心に問う、反省の生活

を送るならば、こうした歴史に左右されるような、ものの考え方は生れてこないし、常に正し

く、間違いのない判断が可能になってくるのであります。

　ということは、毎日の生活が調和されていれば、各人につながっているEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(れいしせん),霊子線)自体が常に光の

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(ほご),保護)をうけているため、正しい判断が出来るということなのです。

　そうした判断の中に、自分の心は、一層EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(じょうか),浄化)され、人をEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(そし),誹)ることや、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(いか),怒)りEQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o(\s\up 8(ののし),や罵っ)たりする心は

なくなり、神理に近づくことになってくるのです。

　現代の資本主義、共産主義は、人間が万物EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o(\s\up 8(れいちょう),の霊長た)る本質を忘れ去り、動物本能そのままの、

力づくで、力のないものを食い破るという姿をみせております。しかし、そういう考えは一時は

伸びても、最後は、心という神理をEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(つか),掴)んだ者に、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(ほろ),亡)び去るのです。

　私たちは、そういう一つの神理の中から、人間としてのEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(あ),在)り方、人間そのものの自覚を持たね

ばなりません。

　皆さんは、肉体そのものについて考えてみて下さい。

　その肉体は、自分が望んで、両親という環境の中から、次元のちがった世界より、生れ出て来

たのです。EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(せいし),精子)とEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(らんし),卵子)が調和し、そうして、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(とつき),十月)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(とおか),十日)（一ヵ月二十八日計算）九ヵ月経って、こ

の世に生れる。ところが、空気にふれると、自分のことを皆んな忘れてしまうのです。

　それだけに、自分の心がEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(つか),掴)みにくくなってしまう。周囲の環境に支配されてしまう。自分の本

性を失ない、ついには、自分の心まで動物霊に支配されるような結果になる。そこで、絶えず反

省する、心に問うことEQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o(\s\up 8(おこた),を怠ら)なければ、自分の本性を失うということはないのであります。

　ところが、大部分の人達はそれが分らず、自己保存に自分をしばり、自我我欲にEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(こ),凝)りEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(かた),固)まる

ために、自分の本性をEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(おお),覆)いかくしてしまうのであります。

　不調和な原因は、全て、自己保存にありますEQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o(\s\up 8(なんびょう),。難病と)されているEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(がん),癌)のような病気の原因も、も

とを正せば、自己保存にあります。調和されていれば、決して、このようなことはありません。

　もともとこの肉体は、地球という環境に適応してEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(つく),創)られているのです。ですから、各人が調和

の心を持ち、和気アイアイの毎日を送っていれば、その人の一生は、すこやかに終るように出来

ているのです。肉体は、自分EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o(\s\up 8(たましい),の魂、)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(いしき),意識)の乗り舟です。意識というエネルギーが乗って、人生を

船出するのです。ところが、その乗り舟に人類は左右され、船頭であるEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(いしき),意識)

EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o(\s\up 8(たましい),（魂）)を忘れてしま

うのであります。

　肉体が自分と思ったら大間違いです。第一自分の肉体が自分の思うようになりますか。肉体が

自分なら病気もしない筈ではありませんか。病気をしたり、思うようにならないというのは、肉

体は単に借り物にすぎない。魂の入れ物、乗り舟にすぎないからなのです。

　肉体はやがて、この現象界においてゆきます。肉体を焼けば、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(さんごう),三合)のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(はい),灰)に化してしまいます。

あるいは、二EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(さんか),酸化)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(たんそ),炭素)に殆んど変ってしまいます。EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(りんさん),燐酸)カルシュームというものにEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(かわ),変)って、大自

然にEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(ぶんかい),分解)してしまうのです。

　ところが、肉体を支配していた意識そのものは、次元のちがったあの世に帰えってゆきます。

その時の自分の姿は、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(こうしりょう),光子量)にEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(もと),基)づいた光子細胞という肉体をまとい、今度はあの世で生活する

のです。その時、各人がこの現象界で、神仏を信じないでいた者は、ダイレクトで地獄に落ちま

す。これは、各人が、自分を自分でEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(さば),裁)いていくのです。あの世に別な人がいて、あれこれ、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(しじ),指示)
するのではありません。各人の光子量が、そのEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(いち),位置)をEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(き),決)めるのです。

　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(てんせい),転生)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(りんね),輪廻)を続ける生命

　皆さんは、現在、この現象界に出ていますが、ここに出るまでには、あの世で、二千年三千年

と修行しているのです。そして今度こそ、現象界に出たならば立派にその使命を果たしてきます

といってきながら、その自分を忘れ、人の悪口を平気でいうようになってしまう。

　私共の心というものは、約九〇％がEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(せんざい),潜在)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(いしき),意識)で、表面に出ているものは約一〇％です。ところ

が、肉体というものを持つと、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(がん),眼)、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(にい),耳)、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(びい),鼻)、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(ぜつ),舌)、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(しん),身)、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(い),意)というEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(ていこう),抵抗)によって、表面に出ているも

のは、一〇％しか過ぎません。その一〇％でもって、皆さんは、人生航路を、この肉体という船

に乗って船出する。そこにあらゆる人間のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(まよ),迷)いが生じて来るのです。

　それが、心の調和、毎日毎日の生活に対して、仏教で教えた「八正道」を実行しておれば、九

〇％の潜在意識が、一〇％の表面意識に調和され、かつて学んだ、いろいろなEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(きおく),記憶)がよみがえ

り、この世の生活をより豊かに、そして、より一層の心の安らぎを得ることが出来るのです。

　現在、私の話しをテープ・レコーダーに取っておられる人もおりますが、私の話したことを家

に行って聞くことが出来るように、皆さんの意識の中には、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(げんぜん),厳然)として、こうしたことが書きこ

まれているのです。

　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(うちゅう),宇宙)のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(しんり),神理)、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(ほうそく),法則)があればこそ、ラジオ、テレビ、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(むせんき),無線機)などの物質化が可能になるのです。

皆さんの頭の中は、このようなラジオ、テレビ、無線機などの構造と同じように出来ており、い

やもっと精密に構造化されています。物質文明は、すべてこのように、宇宙の神理を科学化した

ものであります。しかし、このような物質経済に先きを越されて自分の心が後についていくよう

な現代社会を、皆さんは、どう思いますか･････、自分の心を悟らなければなりません。悟りは、

一秒一秒が、悟りの連続です。

　人間は、どのような環境にあっても、地位にあっても、死という姿をEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(むか),迎)えた時は、皆同じであ

ります。

　自分は地獄に落ちたくないから修行するのではないのです。私たちは、この地球上という環境

を調和させると共に、実在界にEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(か),還)えり、それから、更に、他の天体の調和に、永遠の旅を続ける

のです。それはあたかも動・植・鉱のエネルギーに対して、それをよりよく生かすEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(こうぼ),酵母)の作用と

同じような使命であります。

　生命というものは、肉体細胞一つ一つに生命があり、しかし、この五体を支配しているところ

の、〃意識〃（心）というものが、一定の使命を果たして帰える時には、その細胞はこの地上界

に化してゆくがごとく、〃意識〃（魂）そのものについても、永遠に、転生輪廻を繰り返えして

ゆくことを、よくよく知っていただきたいと思います。

　正しく反省することによって、間違いを二度と繰り返えさないようにしたいものです。

　日本の場合、至たるところに神社仏閣をつくり拝む信仰になっているかと思うと、一方では、

一つの霊的現象が自分の悟りというように、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(たき),滝)に打たれEQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o(\s\up 8(あらぎょう),て荒行を)するEQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o(\s\up 8(ぼんのうしょうめつ),。煩悩消滅の)行こそ己を知

るという間違いを犯しています。

　約八世紀に弘法大師や伝教大師が中国に行き、その神理を学んで来たが、密教という一つのわ

くの中に、そのような間違えを持ってきてしまったのです。人間は、自分の肉体をいじめるため

に地上界に生れてきたのではありません。人間はもっとも人間らしく、毎日の生活の中に、自分

というものの反省、そして、心というものの本性を悟りつつ、毎日毎日を調和に生きることが、

その使命なのです。それなのに、人間は、自己中心、自己保存に心をEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(く),配)ばってしまうために、争

いがおこるのです。イエス・キリストが「汝の敵を愛せよ、右の頬をうたば、左をも向けよ」と

教えている筈です。　

　二千五百四十四年前に、インドにおいては、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(にんにく),忍辱)耐えしのべと教えています。

　人間はどのようなことがあろうとも、常に自分自体が調和されていれば、そういうものにEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(まど),惑)わ

されることはないのです。

　ある特定の宗教家たちは、信仰が足りないと、罰を当てると教えていますが、地上界で苦しん

でいる人間に、神の子にたいして、その親が、どうして、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(ばち),罰)なぞ当てましょう。罰そのものは、

皆さん自体が、毎日の不調和な生活に対して、自ら生み出したものなのです。戒律や荒行に自分

の心をしばってはなりません。人間の心は、もっとも自由で、もっとも広大であり、大宇宙その

ものであることを忘れてはなりません。

　　　 （この稿は去る昭和四十四年十月、東京・高田馬場観音寺における講演をまとめたものです）
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